
消防本部における広域化の検討状況等

資料２



消防の広域化が検討されていない理由

○ 消防の広域化の検討が行われていない理由は、連携・協力の取組を優先的に検討して
いる等のほか、既に十分な消防力を確保しており、広域化が必要ないとの認識がある。

○ ただし、「十分な消防力の確保」に当たっては、各消防本部において、平時の消防活
動（火災・救急・救助）には、特段の支障を感じていないためであり、大規模災害への
対応等のリスクを十分に勘案したものではない懸念がある。
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（「推進期限後の消防力の維持・強化に向けた検討に係る消防本部に対する調査※」結果）
※推進期限後（令和６年４月１日以降）の消防の広域化を含めた消防力の維持・強化に向

けた方策について検討を行うに当たり、小規模本部の広域化等の取組状況について把
握するため全消防本部（７２３本部）に対して実施（Ｒ４.４）
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消防指令センターの共同運用を優
先して検討してきた

十分な消防力が確保されており、
広域化の必要性を感じていない

推進計画に広域化対象市町村とし
て位置づけられていない

組織法改正以前から広域化が実現
されておりこれ以上の広域化は必要
ないと考えている

その他

※「その他」の主な意見
・広域化に伴うメリットが見いだせない。
・市長部局等の理解が得られない。 等

＜広域化の検討を行っていない理由＞

６０本部中
・４３本部：中規模・大規模消防本部

（管轄人口10万人以上）

・１７本部：小規模消防本部
（管轄人口10万人未満）

通常の消防活動（消火、救急、救助）に
十分に対応できているため（１６本部）



消防の広域化を検討したが実現しなかった理由
○ 検討が進まなかった理由として、他消防本部との調整が困難であったこと等のほか、広
域化の効果が見込まれなかったとの意見が多く見られた。

○ 一方で、地理的要件によっても広域化で効果を出している例は見られ、具体的な検討を
促すためにも、大規模災害といったリスクへの対応を具体化させることによって、広域化
の必要性を整理することが必要ではないか。
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広域化の効果が見込まれなかった

地理的要因により広域化が困難

給与、手当等を他本部と合わせるこ
とが困難

広域化により現行の災害対応力が低
下することが懸念

市町村の防災部局や消防団との連
携がとりにくくなることが懸念

広域化検討の十分な体制（専門部署、
人員等）が整備できなかった

消防署所の配置等に関する意見が合
わなかった

消防指令センターの更新時期が合わ
なかった

その他

８６本部中
・２３本部：中規模・大規模消防本部
・６３本部：小規模消防本部

管轄区域が広大であるため、広域化に
よる効果が見込めない（33本部）

一方で、広大な面積で広域化を実施している本部
も多く見られる。

＜広域化が実現しなかった理由＞

２

① とかち広域消防局 10828.04km2

② 盛岡地区広域消防組合消防本部 3641.77km2

③ 奈良県広域消防組合消防本部 3360.82km2

④ 根室北部消防事務組合消防本部 3026.91km2

⑤ 紋別地区消防組合消防本部 2905.07km2

… …

㊲ 浜松市消防本部※ 1558.06km2

※広域化していない消防本部のうち、管轄面積が最大の消防本部



消防の連携・協力の必要性

○ 地理的要因により、広域化の効果を得られないと回答した８６本部についても、その
約７割が連携・協力を行うことにより、消防力の確保・充実に効果がある旨回答した。

○ 広域的に、また離島等を含めて、指令の共同運用が行われている実態もあり、広域化
が困難と考えている本部に対して、まず連携・協力を促進することは、消防力の維持・確
保に向けて、引き続き有効ではないか。

＜離島を含む指令の共同運用の例：沖縄県＞＜広域的な指令の共同運用の例：千葉県＞
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地理的要因により広域化が困難と回答した
８６本部に対する
「問）連携・協力を行うことにより、必要な消
防力の確保・充実に効果があると考えるか」
についての回答
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